
 

【福祉心理学科（2021 年度カリキュラム（2022 年度 2 年次転学科生））】 
 

－ 成績通知書の見方について － 
 
（１）成績通知書の評価欄の記号について 

Ｓ ：１００～９０点 履修： 履 修 中 科 目 欠 ： 定 期 試 験 欠 席 者 

Ａ ： ８９～８０点   合格 認定： 単 位 認 定 科 目 保留： 成 績 評 価 保 留 

Ｂ ： ７９～７０点    Ｋ ： 放 棄 科 目  

Ｃ ： ６９～６０点 Ｈ ： 再 試 験 該 当 者 

Ｄ ： ５９点以下    不合格  

※Ｄ・Ｋの場合、今後再履修し試験で合格した場合はＳ～Ｃの評価がつきます。 
※追試験（欠）及び再試験（Ｈ）該当科目については、後日成績評価を行います。 

 
（２）成績通知書の卒業要件集計欄について 

要件必要単位数：卒業に必要な単位です。 
修得済単位数：今までに修得した単位です。 
履修中単位数：今回履修している単位数です。 
修得済振替単位数：他の区分から振り替えられた単位数です。他学科の科目を履修した場合には、「自由選択 

（専門）」に振り替えられます。 
履修中振替単位数：今回履修している単位数の内、他の区分から振り替えられた見込みとしての単位数です。 
判定用単位数：卒業判定の際に基準となる単位数です。 
不足単位数：「要件必要単位数」に対して不足している単位数です。 

 
※自由選択を「卒業所要単位数」以上修得しても必修及び選択必修の「卒業要件充足単位数」を「振替単位数」
で満たすことはできません。 

 
（３）卒業に必要な単位数について 

卒業に必要な単位数は１３０単位です。その内訳は下表のとおりとなります。 
科目区分 科目内容と単位数 

総合基礎科目領域 
（２５単位） 

 

共通基礎科目群 
人間基礎科目群 

外国語科目群 
 
自由選択 

(必修) 
(必修) 

(必修) 
(選択必修) 

５ 
４ 

４ 
１ 

１１ 

専門科目領域 
（１０５単位） 

 

専門基礎科目群 
 

専門科目群 
自由選択 

(必修) 
(選択必修) 

(必修) 

１５ 
１ 

２６ 
６３ 

単位数 合計 １３０ 

 

（４）授業科目について 
授業科目の「科目区分」「配当年次」「単位数」「必選区分※」につきましては、裏面資料をご参照ください。 

※必選区分とは、「必修」「選択必修」「選択」の区分です。それぞれの区分の説明は次のとおりです。 
必  修：必ず修めなければならない授業科目を表します。 
選択必修：特定の授業科目の範囲から規定された単位数分の授業科目を納めなければならない授業科目を 

表します。 
選  択：任意に選択することができる授業科目を表します。 

 
（５）単位の算入基準について 

単位の算入基準は、次のとおりです。 
必 修 科 目 の 単 位：科目区分に応じて必修の単位に算入されます。 
選択必修科目の単位：科目区分に応じて選択必修の単位に算入されます。 
選 択 科 目 の 単 位：科目区分に応じて自由選択の単位に算入されます。 

 
（６）ＧＰＡについて 
  ＧＰＡ（Grade Point Average）とは、成績評価（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）に基づいて評価した成績の科目数に

それぞれのＧＰ（Grade Point）を掛けて合計したものを履修登録した科目数の合計で割って算出した１科目
あたりの平均点を表します。 

成績評価 点数 ＧＰ（Grade Point） 

Ｓ １００～９０点 ４．０ 

Ａ ８９～８０点 ３．０ 

Ｂ ７９～７０点 ２．０ 

Ｃ ６９～６０点 １．０ 

Ｄ ５９点以下 ０．０ 

 



【福祉心理学科（2021年度カリキュラム（2022年度2年次転学科生））】

基礎演習Ⅰ 1 1 必修 医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 1 2 必修
基礎演習Ⅱ 1 1 必修 ソーシャルワークの基盤と専門職 1 2 選択
人権と法 1・2 2 選択 ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 1 2 選択
教育原理 1・2 2 選択 ソーシャルワークの理論と方法ａ 1 2 選択
経済と経営 1・2 2 選択 ソーシャルワークの理論と方法ｂ 1 2 選択
現代医療史 1・2 1 選択 精神保健福祉の原理Ａ 1 2 選択
宗教学 1・2 1 選択 社会福祉調査の基礎 2 2 必修
現代社会と倫理 1・2 1 選択 地域福祉と包括的支援体制ａ 2 2 選択
情報リテラシー 1 1 必修 権利擁護を支える法制度 2 2 選択
基礎数学演習 1 1 選択 ソーシャルワーク演習 2 2 選択
物理基礎 1 1 選択 児童・家庭福祉 2 2 選択
化学基礎 1 1 選択 貧困に対する支援 2 2 選択
統計学 1 2 選択 ソーシャルワークの理論と方法（専門）ａ 2 2 選択
心理学と心理的支援（心理学概論） 1 2 必修 ソーシャルワークの理論と方法（専門）ｂ 2 2 選択
人間学 1・2 1 選択 ソーシャルワーク演習（専門）ａ 2 2 選択
生命学 1・2 1 選択 ソーシャルワーク実習指導ａ 2 2 選択
比較行動学 1・2 2 選択 ソーシャルワーク実習ａ 2 1 選択
山梨の自然と文化･産業 1・2 2 選択 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ａ 2 2 選択
富士山と環境 1・2 2 選択 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ｂ 2 2 選択
生活健康学 1・2 2 選択 精神医学と精神医療Ｂ（精神疾患とその治療２） 3 2 必修
スポーツの理論と実際 1・2 1 選択 社会福祉の原理と政策ｂ 3 2 選択
健康科学論 1 1 必修 地域福祉と包括的支援体制ｂ 3 2 選択
発達心理学 1 2 必修 社会保障ａ 3 2 必修
人間関係論 1 1 必修 社会保障ｂ 3 2 必修
コミュニケーション論 1・2 1 選択 刑事司法と福祉 3 2 選択
世界の福祉 1・2 2 選択 福祉サービスの組織と経営 3 2 選択
点字の理論と実際 1・2 2 選択 保健医療と福祉 3 2 選択
手話の理論と実際 1・2 2 選択 ソーシャルワーク演習（専門）ｂ 3 2 選択
異文化比較論 1・2 1 選択 ソーシャルワーク演習（専門）ｃ 3 2 選択
共生学 1・2 1 選択 ソーシャルワーク実習指導ｂ 3 2 選択
世界と対話 2 2 選択 精神障害リハビリテーション論 3 2 選択
地域連携の理論と実際 1・2 2 選択 精神保健福祉制度論 3 2 選択
ボランティア活動の実際 1・2 1 選択 精神保健福祉の原理Ｂ 3 2 選択
リハビリテーション特別講義Ⅰ 1・2 1 選択 ソーシャルワーク演習（専門）Ａ 3 2 選択
リハビリテーション特別講義Ⅱ 1・2 1 選択 ソーシャルワーク実習指導Ａ 3 2 選択
英語Ⅰ-1 1 1 必修 ソーシャルワーク実習ｂ 3・4 4 選択
英語Ⅰ-2 1 1 必修 ソーシャルワーク演習（専門）ｄ 4 2 選択
英語Ⅱ-1 2 1 必修 ソーシャルワーク実習指導ｃ 4 2 選択
英語Ⅱ-2 2 1 必修 ソーシャルワーク演習（専門）Ｂ 4 2 選択
英語　リーディング・ライティング 1・2 1 選択必修 ソーシャルワーク演習（専門）Ｃ 4 2 選択
英語　コミュニケーション 1・2 1 選択必修 ソーシャルワーク実習指導Ｂ 4 2 選択
英語　会話 1・2 1 選択必修 ソーシャルワーク実習指導Ｃ 4 2 選択
基礎韓国語 1・2 1 選択必修 ソーシャルワーク実習Ａ 4 2 選択
基礎中国語 1・2 1 選択必修 ソーシャルワーク実習Ｂ 4 2 選択
はじめての韓国語会話 1・2 1 選択必修 心理学実験１ 1 1 選択
はじめての中国語会話 1・2 1 選択必修 知覚・認知心理学 1 2 選択
解剖学Ⅰ 1 2 選択 学習・言語心理学 1 2 必修
解剖学Ⅱ 2 2 選択 心理学統計法 2 2 選択
解剖学演習 1・2・3・4 1 選択 心理学実験２ 2 1 選択
解剖学実習 1 1 選択 感情・人格心理学 2 2 必修
生理学 1 2 選択 健康・医療心理学 2 2 選択
生理学演習 1 2 選択 コミュニケーション演習 2 1 選択
生理学実習 2 1 選択 公認心理師の職責 3 2 選択
運動学Ⅰ 1 2 選択 心理学研究法 3 2 選択
運動学Ⅱ 1・2 2 選択 心理的アセスメント 3 2 選択
運動学実習 2 1 選択 心理学的支援法 3 2 選択
人間発達学 1 2 選択 福祉心理学 3 2 選択
病理学 1 1 選択 教育・学校心理学 3 2 選択
薬学 2・3 1 選択 司法・犯罪心理学 3 2 選択
栄養学 2・3・4 2 選択 産業・組織心理学 3 2 選択
公衆衛生学 1・2 1 選択 関係行政論 3 2 選択
微生物学・免疫学 2・3 2 選択 心理演習１ 3 1 選択
臨床医学総論 2 1 選択 心理実習１ 3 2 選択
整形外科学 2 2 選択 心理演習２ 4 1 選択
神経内科学 2 2 選択 心理実習２ 4 2 選択
小児科学 2 1 選択 福祉心理学基盤演習Ⅲ 2 2 必修
内科学 2 2 選択 福祉心理学基盤演習Ⅳ 2 2 必修
リハビリテーション医学 2・3 1 選択 福祉心理学専門演習Ⅰ 3 2 必修
精神医学と精神医療Ａ（精神疾患とその治療１） 2 2 必修 福祉心理学専門演習Ⅱ 3 2 必修
社会福祉の原理と政策ａ 1 2 必修 福祉心理学専門演習Ⅲ 4 2 必修
社会学と社会システム 1 2 必修 福祉心理学専門演習Ⅳ 4 2 必修
障害者福祉 2 2 必修 卒業研究 4 4 選択
高齢者福祉 2 2 選択
現代の精神保健の課題と支援Ａ 2 2 選択
現代の精神保健の課題と支援Ｂ 2 2 選択
臨床心理学概論 1 2 必修
社会・集団・家族心理学 1 2 必修
神経・生理心理学 2 2 必修
障害者・障害児心理学 2 2 選択
児童青年心理学 2 2 選択
臨床人間学スタディーズ 2・3 2 選択必修
臨床社会学スタディーズ 2・3 2 選択必修
ジェンダースタディーズ 2・3 1 選択必修
コミュニケーションスタディーズ 2・3 1 選択必修
チーム医療演習 4 1 必修
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進級について 

２０２０年度より健康科学部のすべての学科において、各年次に進級するうえで判定制度が実施

されることになりました。それぞれの学科では次のとおり進級に必要な条件（進級要件）が定めら

れています。なお、進級要件を満たすことができなかった学生は、次の年次に進むことができず、

現に在籍する年次に留まります（留年）。 

 

（１）進級要件 

人間コミュニケーション学科/福祉心理学科 

当該年度のＧＰＡが１．５以上であること 

 

（２）進級判定対象年次・判定時期 

進級の可否は、学生の所属に応じてそれぞれの進級要件に基づき学科と教務委員会の審査を経て、

その審査結果に基づき健康科学部教授会において判定します。判定を行う年次及び時期は、次のと

おりです。 

 

年 次 ： １年次・２年次・３年次（４年次は卒業の判定となります。） 

時 期 ： 毎年度末 

 

（３）進級の認定 

進級の認定は、進級判定の結果に基づき健康科学部学部長が行います。 

 

（４）留年した学生の履修 

進級判定により進級が否と判定された学生は、現に在籍する年次に留まります。当該学生は、翌

年度、留まった年次で前年度にＤ評価となった専門科目領域に属する必修科目を改めて履修しなけ

ればなりません。そのほかに履修できる授業科目は、留まった年次に配当される未だ修得（合格）

していない授業科目に限られます。在籍する年次よりも上位の年次に配当されている授業科目は、

履修することができません。（例：１年次に専門科目領域の必修科目に不合格があり進級すること

ができなかった場合は、２年次以上に配当される授業科目を履修することができません。） 

 


